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１．はじめに 

 
 近年，IC タグ（RFID）は，ユビキタス技術のひとつとして
注目を集めており，関連技術の開発が進んでいる．様々

な業界，団体で IC タグの適用について検討，研究がなさ
れており，建設業界でも，その利用方法について，いろい

ろと検討され，適用事例も見られる．西松建設では，戸田

建設と IC タグを利用した入退場管理システムやバッテリロ
コの運行管理システムを共同で開発し，これまでに，建築

工事，ダイオキシン類を有する清掃工場の解体工事，トン

ネル工事等に適用している．本稿では，入退場管理シス

テムの概要と，清掃工場の解体工事，大型建築工事等に

適用した事例および結果について報告する． 
 

２．入退場管理システム 

 
 一般的に，建設現場では，朝礼時等に当日の作業員数

の確認を行っている．しかし，作業員の多い大規模工事 

 
 
現場や，一日の間で作業員の入退場が繰り返されるような

現場では，正確な人数の把握は困難である．これまでに，

現場の入退場管理の合理化を目的として，バーコードや

ICカードを利用したシステムが開発，現場適用されている．
しかし，どちらもスキャナにかざしたり，リーダライタに通し

たりしないと記録された情報の読み書きができないため，

作業員はカードを取り出す必要があった．また，バーコー

ドやICカードは，表面が汚れている場合，読み書きが不可
能となるうえ，カードの挿入等に時間がかかるという課題が

あった． 
 そこで，両手に資機材を持った作業員が入退場の度に

カードを取り出すことなく，あるいは雨や泥で汚れたカッパ

等からカードを取り出す手間を省き，短時間でスムーズな

入退場を目的として，非接触（無線）での識別が可能なIC
タグによる入退場管理システムを開発した． 
 

抄録：作業員の入れ替わりが多い建築現場やトンネル現場では，リアルタイムに作業員の状況の把握

が必要とされる。これらの現場では、バーコード，建設ICカード，指静脈，指紋識別等による作業員の
管理システムが導入されている．これらの方法は，入場者が，識別媒体のバーコード，ICカード，手の
平等を読み取り機に挿入，あるいはかざしたりする「動作」が必要であった． 
筆者らは，特別な入場時の「動作」を必要としない入退場管理システムを構築した。このシステムは、

事前にデータ入力，発行等の作業を必要とせず、新規入場時から運用可能である。現場での適用結

果から，出面集計の自動化，労務管理の効率化について有効性を確認した． 
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（１）システム概要 
本システムは，IC タグ，IC タグゲート，パソコン等から構
成されている（図－1 参照）．建設現場において必ず着用

するヘルメット内部に IC タグを装着し，作業員がゲートを
通過することにより作業員を識別して入退場管理を行うシ

ステムである．IC タグの識別情報は，ゲート内に取り付け
られているアンテナ，リーダライタで読み取り，PCに送信し，
保存される．作業員の入退場状況は，リアルタイムで PC
のモニタに表示され，確認することができる． 

IC タグには，所有者の個人 IDのみを保存し，氏名，所
属会社，業種，免許資格等は，PC に登録したデータベー
スで管理している．PC に送信された作業員のゲート通過
時間をもとに，作業日報（図－2参照），月次集計，入退時

刻集計等の集計表を自動作成することが可能で，就労情

報管理の合理化を図っている． 
本システムに適用した IC タグ（85.6mm×54mm×0.4mm 

1.9g）は，ISO15693（13.56MHz）に準拠したもので，ゲート
に取り付けられたアンテナユニットからの電磁誘導で発生

する起電力により，無電源（電池等が不要）で動作するパ

ッシブ型のタグである．タグの主な仕様を以下に示す． 

①メーカー ：Texas Instruments 
②周波数帯 ：13.56MHz 
③通信規格 ：ISO15693 
④メモリ容量 ：264byte 
⑤アンチコリジョン ：可能 
⑥リード/ライト ：可能 

（２）IC タグゲート 
ヘルメット内部に装着した IC タグを認識する装置として，

IC タグゲート（図－4 参照）を開発した．ゲートは，天井部
のアンテナユニット，側面の制御ボックス，表示灯等で構

成されている．アンテナユニットは IC タグ内のアンテナと
電磁誘導により通信を行う．ヘルメット内に装着された IC
タグとアンテナの通信距離は約 50cm（max）である．制御
ユニットには，システムを制御するコントローラ，アンテナユ

ニットと接続されたリーダライタ，光電センサ等が内蔵され

ている．IC タグの識別情報は，コントローラを介して PCへ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
送信される．光電センサは，入口側，中央，出口側の 3
箇所に設置し，検出順で作業員の通過方向を検知し，入

退場の判別を行う． 
作業員がゲートを通過した際は，音声と表示灯の点滅

等によるガイドを行っている．入場の場合「今日も一日御

安全に」，退場の場合「お疲れ様でした」等の音声が出さ

れる．一方，ヘルメットにICタグを装着していない作業員，
もしくは何らかの原因でタグを認識しなかった場合は「これ

より先は立入禁止です」という音声と共に表示灯が点灯

（赤色）する． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．大型建築工事における入退場管理 
 
（１）工事概要 
本システムを適用した現場は，敷地面積約 88,200㎡，延 

①詰所

②朝礼広場

① 本日の入退確認
② 会社登録
③ 就労者名簿登録
④ 現在入場者表示
⑤ 集計

① 入場
② 退場
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図－２ 集計表（作業日報） 

図－４ IC タグゲート 

図－３ IC タグ 

図－１ 入退場管理システム概要
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べ床面積約 167,000 ㎡，地下１階，地上３階の大型ショッ
ピングセンターで，大型スーパー，ショッピングモール，シ

ネマコンプレックスの３ゾーンから構成されている．前面に

は国道が通っており，工事最盛期には，およそ 2,000 台/
日の車両が入場することから，交通渋滞を招かないように

現場入退場ルートを一方向としている．また，作業員はピ

ーク時に 3,000人/日の入場が予想され，始業前の朝礼時
間には，一時期に多数の作業員が入場することとなる．ま

た，工事進捗に伴って朝礼場所も変化，分散していく．図

－5に現場状況を示す． 

（２）建築工事への適用 
１）大量の作業員情報処理への対応 

 ICタグゲートは，入場側と退場側が決められており，光
電センサが感知する順番によって入場か退場かを識別し

ている．光電センサの数をこれまでのゲートの前後２ヶ所

から，ゲート内３ヶ所（３列）に配置することにより，検知速

度をアップさせ，１人／秒と設定し，大量の作業員が短時

間にゲートを通過できるようにした．このゲート２台とコント

ローラ１台を１セットとし，２セット（合計４台）を現場内に配

置した． 
２）作業範囲の変化への対応 

 現場では，工事の進捗に伴って，作業範囲が拡大し，朝

礼場所も分散・移動するため，ゲートを固定式から移動式

に改造していった．それとともに，通信方法も有線 LANか
ら無線 LANに変更した． 
ゲートのコントローラに記録されるタグの識別情報等のデ

ータは，まず，無線LANを用いてゲートから現場詰所に設
置したサーバに送信した．現場詰所と本事務所は約1km
離れていたため，この間の通信も無線LANを用いることと
し，ゲート4台分のデータは，サーバを中継して本事務所
まで送信され，集中管理するようにした．図－6に現場シス 
テム構成を示す． 
（３）適用結果 

本システムの運用状況として，入退場記録の例を図－７

に示す．この図は，１セット（２台）のゲートに関する１分単

位の入場者数をまとめたもので，現場への作業員の入場 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が 7:16に始まり，現場朝礼が始まる前の約 7分間にゲート
通過が集中していることが判る．また，朝礼後のＫＹＫ（危

険予知活動）を終えてからゲートを通過する作業員がいる

ことが判る．この例では，ゲートの通過者のピークは 40 人
／分となっており，平均すると，１台のゲートで1人／3秒と
なっているが，ピーク時の 1分間では 1人／秒で作業員が
通過していることが確認されている．ゲートの設置・利用状

況を写真－1 に，入退場管理パソコン画面例を図－８に

示す． 
 
４．清掃工場解体工事における入退場管理 
 
 清掃工場では，ごみ焼却時に発生したダイオキシン類が

プラント機器，煙突等に付着している．清掃工場の解体工

事は，ダイオキシン類を含んだ大気中での作業となるため，

ダイオキシンの飛散による環境汚染を防止するとともに，

作業員の安全と健康を守る必要がある．厳密な安全管理，

作業環境管理を実施するため，ICタグを用いた管理区域
安全管理システムを構築し，現場に適用した． 
（１）管理区域安全管理への適用 
 工場解体時にダイオキシン濃度が高くなる管理区域に

おいては，各種集塵機を設備し，隙間からダイオキシン類

が漏れないよう常に負圧になるよう管理する必要がある． 
 

図－５ 現場状況 
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図－６ システム構成 
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図－７ 作業員入退場記録 
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また，管理区域の出入り箇所にはクリーンルームを設備し，

ダイオキシン類が着衣に付着して外部に持ち出されない

ようエアーシャワーによる保護具の洗浄が行われる．こうし

た高度な安全管理が要求される管理区域への入場は，事

前に登録された有資格の作業員のみを可能とし，保護具

を着用していない第三者が誤って入場することの無いよう，

ICタグを利用した通門システムを設けた．本システムは，
通門ゲートでヘルメットに装着したICタグを読み取り，連動
した電気錠の開閉により許可された者だけの入場が可能

となる施錠・入出退管理を行うものである． 
 また，管理区域内の安全管理のため，デジタル粉塵計

および監視カメラによる粉塵濃度のリアルタイム計測とモ

ニタリングを実施した．作業環境測定として，デジタル粉塵 
計の実測値と係数からDXN濃度の測定値（換算値）を算
出し，DXN濃度の管理を行った．管理区域安全管理管理
システムの構成図を図－９に示す． 
（２）適用結果 

 当現場では，ICタグを用いた作業員の入出退管理に電 
気錠による入場制限機能を付加するとともに，環境計測を

含む日報，月報等を作成して，作業内容や保護具レベル

の把握，作業員ごとの管理区域作業時間の管理を行っ

た． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 清掃工場の解体工事で使用される保護具は，レベル3の
管理区域の場合，外部からエアラインによって空気を供給

する重装備な作業服と，手には化学手袋という厚い手袋

が義務付けられているため，従来の磁気カードやICカード
のように取り出してリーダーに読み取らせるといった動作

が取れない．ハンドフリーでゲートを通過するだけで認識

することができる本システムの採用は，非常に有効であっ

た． 
 
おわりに 

 
今回，IC タグを用いた入退場管理システムを，大規模
建築現場に適用した結果，複数台ゲートの集中管理，無

線 LAN 通信の採用，ゲート検知速度の向上等により，大
量の作業員の入退場管理が短時間に可能であることが確

認された．また，トンネル工事や清掃工場解体工事といっ

た作業員の入退場状況，時間を正確に把握することが必

要となる現場において，本システムの有効性が確認され

た． 
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図－９ 管理区域安全管理システム概

写真－1 ゲートの設置および利用状況 

図－８ 入退場管理パソコン画面 
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